


















































的になり川幅はせまくなった そして、興味深いことに、吉越昭久氏の土木史の見地からの分析によると、この堤の建設 は「完全に洪水を防御する いう意図はなかったと考えざるを得ない」のであり、その最大の目的は、 「鴨川周辺の堤内地を増やすことにあったのでは いか」 考察されている
*5。
　
吉越氏は言及されていないが、 『板倉重矩公常行記』 には、この堤の築造の目的として、 「賀茂川洪水の節、禁裏御
築地の内へ悪水押入り候故」と名分を立てつつも、 「此度窮民御救の為、白川より賀茂川・四条の間へ、堤を築かせ然るべく存じ奉り候」と、実は生活窮迫者 ため 救済事業であ ことを明言してお 、 「老若男女 嫌ひなく、鳥目を取らせ、直に河原 砂石を浚ひ持運ばせ、堤を築く」という、その実施 状況を見 と こ 堤に実際には洪水防止効果がなかったとしても驚くに 当たらない であ
*6。それにしても、現在我々が目にする鴨川の光景が、
重矩によって形成されたものだといっても過言では とすると、重矩に対す 大方 認識も変わってくるのではないか。　
さらに、これも『板倉重矩公常行記』によれば、寛文八年の不作をきっかけにして同九年 かけて発生した京都





























































































（京都所司代在任中であろう） 、読書の際に、 『無冤録』 『牧民忠告』 『荒政要覧』の存在を知り、これを書肆に託して刊行させた。そして、幕閣に献上したり、同列の官僚らに示し、訴訟事を解決して民の暮らしを安定させ、善政を行うのに有益なものとした。そうした書物が他にまだ数部あるという。　
さらにある日、 『居家必用』を見て、民の暮らしに有益なものと確信し、これも書肆に命じて刊行させた。ところ
がまだ刊行されないうちに重矩は逝去し、その死後に刊行を見た。そこで嗣子の重道君が、亡父の治世の志を後世に伝えるため、一部二十巻を長圓寺に納め、その顛末の記録を竹洞に依頼して 寛文癸丑（十三年）抄秋（九月の異名）に記し のがこの跋文である いう　
これを書いた竹洞野節とは、林羅山以来の林家門人であり、 『本朝通鑑』編纂にも参画 ていた儒者人見友元の










ないが、巻末に「林和泉掾板行」とのみ、刊行者はわかるが刊年はわからない刊記がある。一方、現在、影印本などで容易に目にすることのできる『居家必用』には、 「寛文十三癸丑年夷則上旬／洛下林前和泉掾白水／于松柏堂刊之」 （夷則は七月の異名）という、刊行者・刊年共に明記された 記があり、諸機関に蔵される『居家必用』にお
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ばかりではないが、ここでは「献」とあるので無償で提供したのは間違 ない。 ができるの 、 『居家必用』の刊行費用が既に故重矩より支払われていたからでは か。　
この時、白水が提供した『居家必用』の刊記が、長圓寺蔵本のような「林 板行」であったか、あるいは、各














八月十八日―「白水」 （ ） 、鵞峯に『居家必用』二十冊贈呈。刊記不明。
　
















より寛文十年（一六七〇）七月までの間に、 『無冤録』 『牧民忠告』 『荒政要覧』と う三部の漢籍の刊行を企図し、






行された。しかし、これら計四部の漢籍は、序跋や刊記を持たないため（ 『居家必用』の刊記は書肆名のみ） 、本だけを見ている限りは、その刊行に重矩が関与していたということは全くわからないのであるが、今回の総合調査により、長圓寺所蔵本の見返しに記された嗣子重道や知己人見竹洞の跋文の存在が明らかになり、重矩による刊行経緯が初めて判明したのである（竹洞の跋文によれば 「其余猶有数部」ともいう） 。　
前述 『板倉重矩公常行記』 などを見ても、重矩が四書五経の類を好んで読ませたなどという記載はあるが、書物を





では何故、 重矩は匿名で漢籍を刊行するようなことをした か。かたく己の名を秘したのか。それ 知るには、 重

























































る。四月五日、素行は重矩邸を訪れ、その老中就任を賀しており 更に同月二十九日には、重矩の亡父重昌の墓塔がある牛込の「法泉寺」 （現在、落合に移転している宝泉寺であろう、墓塔は現存する） 招かれた素行は、石谷市右衛門成勝が同席する中、重矩と会見しているのだが、この会見の目的は 単に久闊を叙すというものではなかった　
その前年に素行が刊行した 『聖教要録』 における朱子学批判の姿勢が、二代将軍秀忠の庶子にして、三代将軍家光







































要なことは、素行の「日用」の思想が、日々の施政に腐心す 自身の求め と ろに実によく適合するものであったという点である。重矩の眼前には、朝幕関係 治安維持・公事訴訟・貧民対策・飢饉対策など、日常待ったなしの業務が山積していたのであって、抽象的思弁を弄す ような興味や時間はなかった。　
そうした日常の行政業務、とりわけ京都所司代に任じられてからの任務 勿論彼一人でこなしきれるものでは










































































































施行のための仮屋が建てられたのは、 『野史』によれば「北野及四条」 、 『厳有院殿御実紀』によれば「北野七本松、四条














寛永十三年の刊記を持つ『居家必用 の影印は、 『居家必用事類』 （一九八四年、中文出版社 や『家政学文献集成』続編
江戸期七（一九六九年、渡辺書店）に所収される。*14　
書肆である林和泉掾が、和泉掾を返上して「前和泉掾」となった時期は、寛文九年の林鵞峯「松柏堂 庫記」 （ 『鵞峯文

























































くべきの路」と、 「日用」を強調して （ 『語孟字義』巻上「道」など） 。*32　
酒井忠夫氏『中国日用類書史の研究』 （二〇一一年、国書刊行会）二一〇頁参照。
*33　『居家必用』のテキストは、 『居家必用事類』 （ 九八四年、中文出版社）所収の寛文十三年版影印によった。
*34　





















展開（１） （２） 」 『岡山大学教育学部研究集録』一三六（二〇〇七年） 、一四八（二〇一一年）参照。*42　
林羅山はそ 著『新刊多識編』 おいて『居家必用』を引用しており（ 「石鹸」の項目など） 、 『居家必用』は早く江戸初
期にはその有用性が認められていたことがわか 。杉本つとむ氏『日本本草学の世界―自然・医薬・民俗語彙の探究』 （二〇一一年、八坂書房 三四頁参照。また、山鹿素 の蔵書目 で 積徳堂書籍目録』には「
 壱冊
 自筆」とあ
り（ 『山鹿素行全集』一五巻八七五頁） 、浩瀚な『居家必用』を抜き書きした のと思われ、その書写年次は不明であるが、あるいは 牧民忠告』と同様に、 『居家必用』の存在も、重矩は素行から教示されていた可能性がある。なお、素行の自筆本は「山鹿素行著述稿本類」として国の重要文化財 指定されており、山鹿光世氏『山鹿素行』 （一九八一年、原書房）に「山鹿素行先生著述稿本類書目解題」が附されているが、 『居家必用』の抄本は見当たらない。
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